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夏
季
休
業
期
間
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
全
国
・

関
東
大
会
に
、
市
立
中
学
校
４
校
の
運
動
部
が

出
場
し
、
活
躍
し
ま
し
た
。 

 
(

敬
称
略)

  

①
小
平
第
一
中
学
校 

水
泳
部
（
１
名
） 

・
第
33
回
関
東
中
学
校
水
泳
競
技
大
会
（
山

梨
県
甲
府
市
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
８
／

９
～
８
／
11
） 

女
子
200
ｍ 

バ
タ
フ
ラ
イ
５
位
入
賞 

三
辻 

知
佳
（
２
年
）

 

剣
道
部
（
６
名
） 

・
第
34
回
関
東
中
学
校
剣
道
大
会
（
東
京

都
千
代
田
区
日
本
武
道
館
８
／
11
） 

予
選 

季
高
は
る
か
（
２
年
）

高
須
さ
と
み
（
２
年
）

高
田 

歩
美
（
２
年
）

吉
川
ひ
と
み
（
１
年
）

平
尾 

美
涼
（
１
年
）

星 
 

愛
理
（
１
年
）

 

②
小
平
第
二
中
学
校 

卓
球
部
（
２
名
） 

・
第
37
回
関
東
中
学
校
卓
球
大
会
（
埼
玉

県
越
谷
市
立
総
合
体
育
館
８
／
８
・
８
／

10
） ２

回
戦 

三
浦 

麗
菜
（
３
年
）

戸
辺
真
梨
奈
（
１
年
）

 

テ
ニ
ス
部
（
10
名
） 

・
第
36
回
全
国
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
（
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
８
／
18

～
８
／
24
） 

女
子
団
体
ベ
ス
ト
８
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス

３
位
、
16
位 

森 
 

美
咲
（
３
年
）

早
野 

夏
希
（
３
年
）

高
橋 

 

愛
（
３
年
）

高
山 

由
佳
（
３
年
）

野
田 

奈
楠
（
３
年
）

岩
井
杏
由
里
（
３
年
）

秦 

奈
々
美
（
３
年
）

山
本 

奈
菜
（
２
年
）

瀬
川 

真
子
（
２
年
）

小
山 

桃
加
（
１
年
）

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
３
名
） 

・
第
39
回
全
国
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
（
長
崎
県
立
総
合
体
育
館
８
／
18
～

８
／
21
） 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
回
戦
、
男
子
ダ
ブ

ル
ス
１
回
戦 

中
村 

圭
輔
（
３
年
）

宮
崎 

直
輝
（
３
年
）

小
野
寺
裕
介
（
２
年
）

 

③
小
平
第
四
中
学
校 

水
泳
部
（
１
名
） 

・
第
49
回
全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会
（
福

岡
県
立
総
合
プ
ー
ル
８
／

21

～
８
／

23
） 女

子
200
ｍ 

自
由
形
22
位
、
女
子
400

ｍ 

自
由
形
10
位 

伊
藤 

愛
美
（
１
年
）

 

④
小
平
第
五
中
学
校 

水
泳
部
（
１
名
） 

・
第
49
回
全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会
（
福

岡
県
立
総
合
プ
ー
ル
８
／

21

～
８
／

23
） 女

子
200
ｍ 

バ
タ
フ
ラ
イ
51
位 

奥
村 

青
空
（
２
年
）

 

(

学
務
課)

中学校部活動  全国大会・関東大会へ出場 

１ 多摩・島しょ子ども体験塾事業 
  第35回少年少女マラソン大会参加者募集！ 
  と き １２月５日（土） 
      雨天など天候不順の場合は １２日（土）に順延 
  ところ 中央公園競技場及び公園周回コース 
  種 目 小学校３・４年生（１,５００メートル） 
      小学校５・６年生（２,１００メートル） 
  参加費 ５００円（ゼッケン代） 
  申込み １０月１６日（金）午後５時までに所定の申込書でお近く

の郵便局から 
      ※申込書は、学校に配布してあります 
  問合せ 体育課 電話０４２（３４３）１６１１ 
      詳しくは市報10月１日号をご覧ください。 
 
２ 第30回こだいら市民駅伝大会参加チーム募集！ 
   前回大会の中学生の部では男子２０チーム、女子が６チーム参加

し完走しました。今大会も多くのチームの参加をお待ちしていま
す。 

   陸上競技部に負けるナ！ 
   野球部、サッカー部、バスケ部、バレー部 
   運動部じゃなくても出場大歓迎！！ 
   タスキを継いでゴールしょう！ 
 
  と き 平成２２年２月７日（日） 午前９時30分スタート 
      小雨決行 
  ところ 中央公民館前スタート、中継、ゴール 
      ３.１キロ×４区間 
  参加費 中学生男子・女子の部 １チーム１,５００円 
  申込み １０月３０日（金）までに学校配布済みの申込書に参加費

を添えて体育課（市民総合体育館）窓口へ 
  問合せ 体育課 電話０４２（３４３）１６１１ 

児童文学講演会「私の歩んできた道」 
講師 岩崎 京子さん 

 『花咲か』や『かさこじぞう』の作者であり、日本を代
表する児童文学作家の一人である岩崎京子さんに、作家活
動のエピソードや江戸時代を舞台とした物語の魅力、子ど
もたちへの思いについてお話していただきます。 
日 時 10月29日（木）午前10時～正午 
会 場 小川西町公民館ホール 
定 員 50人（一般成人） 
申込み 10月２日（金）午前10時から 
    ※金曜日は休館日のため、電話でのみ受付 
    小川西町図書館へ（電話可、先着順） 
問合せ 小川西町図書館 電話 042（343）1200 

大人のためのおはなし会 

 小平市内の図書館では、毎月定例の日を決めておはなし
会をしています。ふだん子どもたちが楽しんでいる昔話や
創作のおはなしを、どうぞこの機会にお楽しみください。

日 時 11月12日（木）午前10時～正午 
会 場 喜平図書館おはなし室 
定 員 30人（一般成人） 
保 育 ９人（市内在住の１歳児から学齢前まで、先着順）
申込み 10月21日（水）午前10時から 
    ※金曜日は休館日のため、電話でのみ受付 
    喜平図書館へ（電話可、先着順） 
問合せ 喜平図書館 電話 042（325）1300 

10
月
の
教
育
委
員
会
定
例
会 

日
時 

10
月
23
日(

金)

午
後
２
時
00
分
～ 

場
所 

市
役
所
５
階 

５
０
４
会
議
室 

ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す(

傍
聴
席
は
20
席
・先
着
順)

。 

ま
た
、
会
議
録
は
市
役
所
１
階
市
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
や
小
平
市
教
育
委
員
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

『
人
生
は
真
心
と
愛
情 

笑
顔
と
努
力
』 

教
育
委
員 

 

荒
畑 

忠
弘

 

表
題
に
示
さ
れ
た
言
葉
で
印
象
に
残
る
人
物
が
二
人
お
り
ま

す
。
ひ
と
り
は
、
巨
人
に
命
を
捧
げ
た
球
界
の
紳
士
と
言
わ
れ

た
元
巨
人
軍
監
督
の
藤
田
元
司
さ
ん
で
す
。
藤
田
さ
ん
は
ど
ん

な
に
つ
ら
い
時
で
も
、
笑
顔
を
忘
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
又

大
好
き
な
言
葉
は
『
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
当
た
り
前
に
す
れ

ば
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
当
た
り
前
に
で
き
る
』
で
す
。
又
、

後
輩
に
伝
え
た
か
っ
た
事
は
、
愛
情
と
は
『
た
だ
仲
良
く
、
甘

く
優
し
く
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
厳
し
く
相
手
と
向
き
合
っ
た

上
で
、
人
を
生
か
す
こ
と
だ
。
ど
ん
な
人
間
に
も
そ
の
人
な
り

に
素
晴
ら
し
い
持
ち
味
が
あ
る
。
失
敗
を
受
け
入
れ
、
弱
さ
を

認
め
て
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
力
を
引
き
出
し
て
や
る
』
こ
と
だ

そ
う
で
す
。 

 

も
う
ひ
と
り
の
方
は
、
元
帝
国
ホ
テ
ル
料
理
顧
問
（
元
総
料

理
長
）
ム
ッ
シ
ュ
村
上
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
村
上
信
夫
さ
ん

で
す
。
だ
れ
も
が
認
め
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
第
一
人
者
で
あ
り
、

昭
和
39
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
村
の
総
料
理
長
を
し
た

方
で
す
。
村
上
さ
ん
が
色
紙
な
ど
に
好
ん
で
書
か
れ
た
自
筆
の

教
訓
が
、
料
理
の
極
意
『
そ
れ
は
愛
情
と
工
夫
と
真
心
』
で
す
。

両
親
と
死
別
し
小
学
校
を
卒
業
後
に
料
理
の
道
に
入
っ
た
。
18

才
で
帝
国
ホ
テ
ル
に
入
社
。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
後
に
復
職
し
、

パ
リ
の
名
門
「
ホ
テ
ル
・
リ
ッ
ツ
」
で
も
修
行
を
つ
ん
だ
。
鍋

み
が
き
を
し
て
い
た
下
積
み
時
代
こ
っ
そ
り
と
鍋
に
こ
び
り
つ

い
た
ソ
ー
ス
を
な
め
て
味
を
舌
に
覚
え
こ
ま
せ
た
よ
う
な
職
人

か
た
ぎ
は
、
今
で
も
語
り
草
に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
れ
に
で
も

分
け
隔
て
な
く
指
導
す
る
気
さ
く
な
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
や
料
理
教
室
で
味
見
を
し
て
は
、
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
『
ベ

リ
ー
グ
ッ
ド
』
と
Ｏ
Ｋ
サ
イ
ン
を
出
す
愛
嬌
の
あ
る
満
面
の
笑

顔
と
ふ
く
よ
か
な
体
格
が
人
気
を
呼
ん
だ
も
の
で
す
。
『
一
日

一
時
間
は
勉
強
し
な
さ
い
。
一
年
で
三
百
六
十
五
時
間
。
少
し

ず
つ
の
積
み
重
ね
が
身
に
な
る
の
だ
か
ら
』
が
口
ぐ
せ
。
苦
労

さ
れ
た
大
変
な
努
力
家
で
す
。 

 

厳
し
さ
の
中
に
優
し
さ
を
持
ち
合
わ
せ
誰
か
ら
も
慕
わ
れ
尊

敬
さ
れ
た
藤
田
元
司
さ
ん
。
人
生
の
苦
労
を
小
学
生
の
頃
か
ら

肌
で
感
じ
な
が
ら
地
道
な
努
力
を
積
み
重
ね
、
相
手
の
立
場
を

考
え
、
真
心
と
愛
情
を
込
め
て
笑
顔
で
仕
事
に
対
し
、
人
に
接

し
た
村
上
信
夫
さ
ん
。
こ
の
お
二
人
は
、
感
動
と
と
も
に
私
の

心
に
残
る
方
々
で
す
。 

ま 

ご
こ
ろ 

は
だ 

ま 

ご
こ
ろ 

ま 

ご
こ
ろ

小平市平櫛田中彫刻美術館 
開館 25 周年・没後 30 年記念展 

『平櫛田中 次世代に遺した珠玉の彫刻 
   ―東京芸術大学「平櫛田中記念室」への寄贈作品を中心に―』 

彫刻家・平櫛田中（1872－1979）は、

指導者としても大変優れ、東京芸術 

大学在任中（1944－1952）、次の世代を

代表する彫刻家を多数育成しました。 

美術館が少なく、近代彫刻を鑑賞で

きる機会に恵まれなかった当時、学生

たちの研究に役立てたいと、自作を含

め148点もの彫刻・工芸品を寄贈しまし

た。現在、これらは東京芸術大学「平

櫛田中彫刻コレクション」として近代

彫刻コレクションの中核をなすだけで 

なく、全国的にも比肩できないほどの近代彫刻の宝庫とされています。

しかし、田中のこの功績はほとんど知られていません。 

そこでこの度、東京芸術大学の特別協力によりこの「平櫛田中彫刻 

コレクション」から珠玉の31点と、全国から田中の秀作を選りすぐり、

さらに最近発見された田中の作品を合わせて展示、ご紹介いたします。 

会 期  平成21年10月23日（金）～ 
     平成21年11月29日（日） 
     〈会期中無休〉 
観覧料  一般…500円（400円）、 
     小・中学生…150円（110円） 
     （ ）は団体20人以上 
特別協力 東京芸術大学 
後 援  読売新聞東京本社、朝日新聞立川支局、

西武鉄道(株)、J-COM Broadband 西東京
ほか 

関連イベント 
◇講演会「折々の田中先生」 
  講 師：泉 宏尚 氏（元・東京芸術大学芸術

資料館芸術資料係長） 
  と き：11月15日（日）午後2時～ 
  ところ：当館展示館 
  受 付：先着順45人、当日受付へ 
  参加費：無料（観覧料は必要です） 
◇美術講座「彫刻十話」 
  講 師：小島 弘 氏（彫刻家・青山学院大学

名誉教授） 
  と き：11月３日（火・祝）午後1時30分～ 
  ところ：当館展示館 
  受 付：先着順45人、当日受付へ 
  参加費：無料（観覧料は必要です） 
◇お茶会 
  と き：10月30日（金）～11月１日（日） 
  ところ：当館記念館庭園（雨天の場合は室内）
  席 料：300円（別途、観覧料も必要です） 
  定 員：各日60人（先着順） 
  協 力： 小平茶道華道友の会、津田塾大学

表千家茶道部 
◇平櫛館長による記念茶会 
  と き：11月22日（日）午前10時～ 
  ところ：当館記念館茶室 
  席 料：無料（観覧料は必要です） 
  定 員：130人（先着順） 

問合せ 平櫛田中彫刻美術館 電話042（341）0098

≪幼児狗張子≫平櫛田中作 

井原市田中美術館蔵 



 (３) (２) 

 小平市教育委員会だより 小平市教育委員会だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●研究推進校（１年次） 

№ 学校名 研究教科・領域等 研究主題等 

１ 小平第七小学校 国語科 一人一人を見つめ、一人一人に応じた支援・指導のあり方

２ 小平第十一小学校 国語科 
読むことを楽しみ、高め合う児童の育成 
～言語活動の充実を通して～ 

３ 学園東小学校 国語科 
伝え合い学び合う子どもたち 
～国語科の「話す・聞く」活動を通して～ 

４ 小平第二中学校 全教科・領域 
自らすすんで学ぶ生徒の育成 
～学力向上を図る学習指導と学業指導を通して～ 

 ●研究協力校（２年次） 

№ 学校名 研究教科・領域等 研究主題等 発表日 

１ 小平第十小学校 全教科・領域 
生き生きと学ぶ児童の育成 
～活用力を高める授業法の工夫～ 

22.2.5 

２ 花小金井小学校 国語科 
読んで書き、書いて読む子の育成 
～「読み」の概念の新たな提案～ 

21.11.20

３ 鈴木小学校 全教科・領域 
一人一人が輝く学校を目指して 
～特別支援教育の考えを基盤とした４つの教
育改善への挑戦～ 

22.1.22

４ 小平第一中学校 全教科・領域 
確かな学力の育成 
～全ての教育活動を通して「読む」「書く」「聞
く」「話す」力を養う～ 

22.2.19

 ●特色ある教育活動推進校 

№ 学校名 研究教科・領域等 特色ある教育活動の内容等 

１ 小平第四小学校 全教科・領域 
隣接する玉川上水にかかわる地域の人々や近隣の大学との
連携等をとおして、独自の教育プログラムを開発し、地域
の特色を生かした「地域参画型授業」を展開している。 

２ 小平第十三小学校 全教科・領域 
複数の指導者（担任と副担任）による教科指導や児童理解
をとおして、児童のよさや可能性を引き出す学年担任制の
在り方を追求している。 

３ 花小金井南中学校 全教科・領域 
電子黒板を活用した授業展開など、ＩＣＴ環境を充実させ
た授業の改善を行っている。 

平
成
21
年
度 

小
平
市
教
育
委
員
会
「
研
究
推
進
校
（
１
年
次
）
・
協
力
校
（
２
年
次
）
」

及
び
「
特
色
あ
る
教
育
活
動
推
進
校
」
の
指
定
に
つ
い
て 

小
平
市
教
育
委
員
会
で
は
、
充
実
し
た
教
育
活
動
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
、
市
立
小
・
中

学
校
を
対
象
に
、
研
究
推
進
・
協
力
校
及
び
特
色
あ
る
教
育
活
動
推
進
校
の
指
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
究
協
力
校
（
２
年
次
）
で
は
、
発
表
日
に
他
校
の
教
員
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
に
も
授
業
を

公
開
し
、
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
研
究
推
進
校
（
１
年
次
）
及
び
特
色
あ
る
教
育
活
動
推
進
校

に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
２
月
３
日
（
水
）
に
小
平
第
一
中
学
校
で
行
う
「
小
平
市
教
育
研
究
発
表

会
」
で
発
表
し
ま
す
。
「
小
平
市
教
育
研
究
発
表
会
」
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
だ
よ
り

に
て
改
め
て
ご
案
内
し
ま
す
。 
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学校自慢     小平第九小学校 

地域と共に「生きる力」をはぐくみ、子供一人一人が良さを発揮できる学校 

「上水南公民館まつり講演会」

笑って伸ばす子どもの力 

～どんぐり先生の子育て術に学ぶ～

小学校の先生時代には、ユーモア詩の詩作

をとおして、子どもと親、教師とのつながり

や相互理解を図り、どんぐり先生として子ど

もや保護者にとってユーモア溢れる先生とし

て親しまれ、今、次世代の子どもたちの教育

を担う学生に、これまでに培った教育法を伝

えています。そんなユーモア先生の子育て術

を聞いて下さい。楽しいお話がいっぱいです。

講 師：増田修治さん 

    （白梅学園大学 

     子ども学部准教授） 

日 時：１０月１０日（土） 

    午前１０時～１１時３０分 

場 所：上水南公民館ホール 

    （小平市上水南町 

         １－２７－１） 

費 用：無料 

定 員：５０名（当日、直接会場へ）

問合せ：小平市立上水南公民館 

    電話０４２（３２５）４１３３ 

市民総合体育館臨時休館 

 体育館の設備修繕および清掃のため、
臨時休館いたします。 

 臨時休館日 １０月６日（火） 
※５日（月）は通常の休館日となり、
２日間連続して休館となります。 

 問合せ 市民総合体育館 
     電話０４２（３４３）１６１１

「友・遊」日程 

 日   時 メインメニュー 

10月３日 
(土) 

午前10時～午後３時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう！ 

10月10日 
(土) 

午前10時～正午 
土曜子ども映画会（先着６０人、視聴覚室） 
魔法使いチャッピー 魔法家族がやってきた 他 

午前10時～午後３時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう！ 

10月17日 
(土) 

午前10時～正午 
パッチワークでカードケースをつくろう 
（先着２０人・材料費５０円・講座室２） 

午前10時～午後３時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう！ 

10月24日 
(土) 

午前10時～午後３時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう！ 

10月31日 
(土) 

午前10時～正午 
おばけグッズをつくろう 
～大変身！ハロウィンパーティー～ 
（先着２０人・無料・講座室２） 

午後10時～午後３時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう！ 

※ 友・遊メニューは中央公民館で開催されます。参加される方は、当日、  
メニューが開催される各部屋へ直接いらしてください。 

※ 友・遊メニュー（折り紙、オセロ、囲碁、将棋、お手玉、トランプ、ケン玉、 
おはじき、おしゃべりなど）は、「友・遊」開催中、いつでも利用できます。 

※ ボランティアとして、小・中学生に教えていただける方々、また、子ども達と
一緒に遊んでいただける方々を募集しています。 

【 問合せ 】 中央公民館 
電話：０４２（３４１）０８６１  ＦＡＸ：０４２（３４１）０８８３ 

電子メール： kominkan@city.kodaira.lg.jp 

♪
☆
♪
☆
♪
☆
♪
☆
♪
☆
♪
☆
♪
☆
♪
☆
♪
☆
♪
☆
♪
☆
♪
☆
♪ 

とき 平成２１年１０月２４日(土) 

         午後２時から(開場１時３０分) 

ところ 小平市中央公民館ホール 

対象・定員  幼児、小、中学生と親・保護者 

          先着順１５０人 

          ※なお、入場制限する場合もあります。

申込み  当日会場へきてください (入場無料) 

問合せ  中央公民館 

       でんわ ０４２(３４１)０８６１ 

② 九小子どもクラブ 
   九小子どもクラブは、九小 
  の保護者や地域の方々が指導 
  員、安全管理員、サポーター 
  として運営、協力しています。 
   放課後や週末に学校の教室等 
  利用して、子ども達がのびのびと学
  んで体験し、交流できるような様々
  なプログラムを企画しています。 

① ハッピー九 ハッピー九とは、地域の方々に、毎月第二・第四木曜日の中休みに、昔遊び等 
を教えていただいている活動です。昔遊び等を通して、地域の 

方々と交流を深めています。 

ホールでは、折り紙・こま・

ベーゴマ・かるた・ぬりえ・

ゆびあみ・トランプ・お手

玉・あやとり等を教えていた

だいています。 

和
太
鼓
ク
ラ
ブ

硬 

筆

ランチルームでは、将棋・

碁・オセロ等を教えていただ

いています。 

ハッピー九の方々との 

楽しい「ふれあい給食」 

１＆２クラブ 

よさこい・ミニバスケットボール・和太鼓・

硬筆・墨絵・１＆２クラブがあります。 

九小よさこい

地域の方によ

る見守り 

地域の方による

小平の昔の話 

学童農園協力

者の田村さん

の畑での栽培

活動 

地域のお茶問

屋さんによる

日本茶の学習 

地域の凧作り

名人による指

導 

地域のドング

リ笛作り名人

による指導 

③ 地域との連携 

「上水南公民館まつり」 

を開催！ 

【と き】 

 １０月１０日（土）・１１日（日）

  午前９時３０分～午後４時 

  （１１日は３時３０分まで） 

【内 容】 

○公民館利用サークルの作品展示・

舞台発表 

○まつり講演会 

 （１０日、午前１０時～１１時３０分）

○沖縄の踊り（エイサー）と歌 

 （１０日、午後１時３０分～3 時）

○木目込み人形作り 

 （要事前申し込み・先着３０名、

実費徴収） 

○子ども工作コーナー 

 （恐竜やコマなどの折り紙） 

○三小ソーラン踊り 

 （１１日、午後 0 時４０分～１時）

○模擬店、チャリティーバザー 

 （午前１０時～なくなり次第、終了）

主主  催催  小小 平平 市市 教教 育育 委委 員員 会会  

企企画画・・運運営営  小小平平市市青青少少年年委委員員会会  

協協  力力  小小平平青青少少年年吹吹奏奏楽楽団団 ＊ 問合せ 生涯学習推進課 電話 ０４２－３４６－９８３４

第第２２１１回回  
小小平平市市  青青少少年年音音楽楽祭祭  

    １１００月月２２５５日日（（日日））  

午午前前1100 時時～～午午後後44時時3300 分分  
ルルネネここだだいいらら大大ホホーールル 

◎午前の部（午前10時～正午） 
学園東小スマイル合唱団/十一小｢すもも｣合唱団/ 

四小合唱団 Sing a Song/ 
五小ミュージッククラブ/小平市少年少女合唱団/ 

白梅学園高校音楽部/六小和太鼓クラブ/ 
武蔵野和太鼓集打だっ鼓連子ども会/ 

◎午後の部（午後1時～午後４時30分） 
THE Rourette/アンソニー/福籠/葵/ 

高橋コーヘー/Nenedrop/八小器楽クラブ/ 
学園東小吹奏楽部/七小音楽クラブ/ 

Shmny girls/Hynemos Wind Orchestra/ 

出 演 団 体 （出演順・変更する場合もあります）

小平青少年吹奏楽団/

小学校通学調整区域の新設について 

 小平第三小学校通学区域のうち、新小金井街道以東の区域、並び

に小平第八小学校通学区域のうち鈴木町一丁目の一部及び御幸町の

一部、回田町の一部が鈴木小学校への通学が選択できる調整区域と

なりました。 

 対象は、平成２１年１０月以降に当該区域に住所を異動する児童

及び平成２２年４月以降に小学校に入学する児童となります。変更

をご希望される場合には、学務課までお越しください。 

問合せ 学務課 電話０４２（３４６）９５７０ 

指定学校 選択可能学校 調整区域 

小平第三小学校 

小平第八小学校
鈴 木 小 学 校

小平第三小学校通学区域内の御幸
町 

鈴 木 小 学 校
回田町の一部（新小金井街道以東
かつ回田本通り以南） 

小平第八小学校 鈴 木 小 学 校

鈴木町１丁目の一部（359番地から
385番地、437番地から448番地） 
御幸町の一部（32番地、63番地、
131番地） 
回田町の一部（326番地、327番地、
331番地の4、394番地から401番地）


